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1 はじめに 

仙南地域では､平成 26 年 7 月に 4 つの地域改良

組合からなる､仙南和牛改良推進組合（以下、「推進

組合」）を設立､将来的な和牛育種組合設立を目指し

て地域一体となり活動している。 

しかし､高齢化や後継者不足等の従来の問題に加

え､近年の飼料価格高騰や子牛価格の下落などの、

畜産農家にとって厳しい情勢が続き､生産や改良に

対する生産者の意欲の低下が仙南地域でも課題とな

っていた。そこで、令和４年６月に角田市生まれの「昭

光茂」が県基幹種雄牛に選抜されたことを受け、地域

内の生産者組織・団体及び行政が連携し､｢昭光茂｣

を活用した畜産振興の取組を行うこととした｡ 

仙南地域から県基幹種雄牛が選抜されるのは､平

成 25 年丸森町生まれの｢仁美桜｣以降、9 年振りであ

った。｢昭光茂｣の現場後代検定成績(表 1)は、全国平

均を大きく上回り、検定終了時点で枝肉重量は県歴

代 1 位、脂肪交雑は県歴代 2 位という極めて優れた

成績での選抜である｡ 

 

表1 現場後代検定成績(枝肉重量､脂肪交雑)  1） 

種雄牛 
枝肉重量 

(kg) 
脂肪交雑 
(BMS No.) 

昭光茂 

全国平均※ 

543.3 

466.2 

9.6 

6.6 

※ 令和3 年3 月までの広域後代検定の成績 

 

２ 県基幹種雄牛｢昭光茂｣の活用促進の取組 

県は、県基幹種雄牛選抜を関係者に周知すること

を目的に、JA 主催の｢県基幹種雄牛認定祝賀会｣に

併せて、｢昭光茂｣の検定成績や活用方法について

講演を行った｡また、角田市広報や県が発行する情

報誌に｢昭光茂｣に関する記事を掲載することで、地

域の明るいニュースとして畜産業界の PR を行った。 

一方、産子の生産と活用の促進については、推進

組合及び角田市和牛改良組合（以下、「改良組合」）

による複数の新規・拡充助成事業により交配･雌牛保

留･肥育素牛導入を促進した（図 1）。本県では、選抜

された県基幹種雄牛の生産地域に対し、精液を優先

的に配布する制度があり、これを利用して他地域より

も早く交配を進めるため､改良組合が制度の上限 50

本の精液購入費用を支援した｡加えて、改良組合は

｢昭光茂｣産子を登記した場合に3万円を助成し､産子

生産を促した｡優良産子の地域内保留については､推

進組合及び改良組合が昭光茂産子に上乗せ助成を

行い､中長期の改良を進める対策とした｡また、推進

組合では、肥育素牛導入に対しても助成し､全ての経

営形態に加え、人工授精師等を含めた地域全体がメ

リットを感じられるよう取り組んだ｡ 

図1  推進組合と改良組合による各種助成 

 

仙南地域における精液購入本数は、購入費支援を 
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行った令和 4 年 7 月に 150 本に達し、それに連動し

て令和 5 年 5 月以降、生産頭数も上昇した(図２)。し

かしながら、精液配布本数と生産頭数は徐々に減少

していき、令和5年10月の精液配布本数は取組直後

の 5％に満たない状況となった｡継続した産子の生産

と活用のためには、仙南地域だけでなく、他地域を含

めた肥育農家の理解と発育の良い産子の高い評価

が必要と考え、産子の PR を目的に更なる取組を行っ

た。 

 

 

図 1 仙南地域における｢昭光茂｣精液配布本数及び

生産頭数の推移 

 

｢昭光茂｣の活躍を後押しするため、県内外の購買

者への周知と地域外における交配促進を目的として、

子牛市場での PR 活動を実施した｡ 

仙南地域畜産振興協議会として家保が中心となり、

産子上場に併せて｢のぼり｣の掲揚及びポケットティッ

シュ、リーフレットを配布し、血統や現場後代成績の

周知を行った｡また、産子には徽章（図 3）の装着を行

い｢昭光茂｣の上場を PR した｡1 月 16 日の子牛市場

では、仙南地域から 2 頭の産子が上場し、市場平均

価格(税込)が牝536,177 円、去勢598,950 円であった

のに対し、昭光茂産子は牝 682,000 円(127%)、去勢

935,000 円(156%)と高額で取引された。 

 

 

図 ３  徽章を装着した「昭光茂」産子 

 

３ 生産基盤の強化促進の取組 

地域では約 2 年に渡り､｢昭光茂｣の活用促進の取

組を進めてきた。しかし、依然として畜産情勢の先行

きは不透明であり、これらの取組を継続して推進する

ためには、下支えとなる地域の生産基盤の強化が必

要と考え、「昭光茂」の活用推進と併せて、生産基盤

強化を目的とした人づくり･牛づくりの取組を実施した｡ 

(1) 若手生産者の会の発足 

仙南地域では、就農したばかりの生産者が各地域

に点在しており、若手生産者同士の連携の充実が課

題となっていた｡管内の中核生産者から、次世代生産

者の学びの場を作ってほしいと相談があり、組織の

立ち上げを支援することとした｡関係者が集まり、会の

目的や構成、あり方を検討した結果、農協や行政が

サポートする形で、若手生産者 2 名をリーダーとした

生産者主体の会を作ることとした｡次に、管内の若手

生産者に対し、会の設立についての可否や学びたい

ことについてアンケート調査を行った。会の設立に多

くの賛同が得られ、令和5 年1 月に会を発足し、顔合

わせや今後の方針決めを行った。第 2 回では、アン

ケート結果を参考に NOSAI みやぎの獣医師を招き、

繁殖管理に関する研修会を実施し、家保から畜舎特

例法によるコスト削減や手続きの負担軽減について

説明した｡第1 回･第2 回ともに 15 名程度の生産者が

参集し、学びだけでなく情報交換の場としても活用さ

れている 
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(2) 地域畜産講演会の開催 

毎年地域では、生産者の技術向上を目的として畜

産講演会を開催している｡昨年度は外部講師による

分娩事故防止についての講演や、県による和牛改良

及び｢昭光茂｣についての講演を実施した｡講演会後

のアンケート調査では、参加者の 8 割以上が受講し

て良かったと回答した。今年度は、アンケート結果に

基づき、繁殖及び飼養管理をテーマに講演会を開催

したところ、74名が参加し外部講師から実践的な技術

を学んだ。 

(3) 産子検査巡回の再開 

仙南地域では畜産情勢の変化とともに管内の保留

頭数が年々減少していた（図 4）。特に令和 5 年 4 月

から関係団体の組織体制変更などで巡回による産子

検査が一時中断したことも影響し、令和 5 年 5 月から

9 月にかけて、事業を活用した優良雌牛の保留が無

い状態となった。加えて、生産者を含めた関係者との

地域肉牛改良に関する協議において、令和5 年度の

宮城県共進会における仙南地域の成績不振につい

ても言及され、牛づくりを見直す必要性が強く認識さ

れた。これらの状況を踏まえ、当所では関係機関と協

力し、産子検査の再開による保留の誘導を行った。

取組の結果､令和5 年10月から令和6 年1 月にかけ

ては前年を上回るペースで保留頭数が回復している。

（図4） 

 

 

図 4 仙南地域における事業を活用して保留した優

良雌牛の頭数の推移 

5 考察 

仙南地域では、畜産情勢の変化による生産者の生

産･改良に対する意欲低下が課題となっていた。その

中で 9 年振りに選抜された｢昭光茂｣の活用促進に加

え、土台となる生産基盤を強化するべく、人づくり・牛

づくりの取組を行った。 

令和５年１月の家畜市場では、「昭光茂」のPR活動

をしたことで産子上場が多くのメディアに取り上げら

れた。発育の良い「昭光茂」が高く評価されたことは、

県内外の購買者及び繁殖牛の飼養者に対し、「昭光

茂」産子の周知のみならず、当地域の取組を紹介す

る絶好の機会となった。 

本取組により、精液購入本数の増加や子牛市場で

の産子の高評価などの一定の成果が得られた一方

で、更なる｢昭光茂｣産子の生産及び活用のためには、

検定以降の一般肥育出荷における枝肉成績などによ

り高い能力が示されるまで継続する必要があると考え

る。 

当所では、今後も仙南地域における｢昭光茂｣の活

用推進を継続し、枝肉共進会でのPR活動のほか、令

和9年に開催される北海道全共への昭光茂産子の出

品など具体的目標を掲げて畜産振興につなげていく。 

また、若手生産者の会や講演会による技術向上の

支援、産子検査の継続により更なる人づくり･牛づくり

を支援するなど、県が行う従前の各種事業に加え、多

面的な支援により、引き続き仙南地域の畜産振興及

び生産基盤強化に一層尽力したい｡ 
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